
共　同　研　究　申　請　書

三　重　県　知　事　様

平成14年5月16日

毒≡＝≒二
＝■■■

丁石丁声ミゝ

四市華彗新鶴夫

弊社における産業廃棄物（アイアンクレイ）削減検討の結果、有価物として得られた副製品

である含鉄資材（フェロシルト、MT酸化鉄）の用途拡大を図る技術の開発について、三重県

科学技術振興センターと共同研究を行いたいので下記の通り申請致します。

記

1、研究課題

「含鉄資材（フェロシルトMT酸化鉄）の花壇苗、野菜苗、水稲育苗用土への活用技術

の開発」

2、研究の目的と目標

硫酸法酸化チタン製造に際して発生する産業廃棄物（アイアンクレー）の削減を計り、製

造コストの低減と埋立最終処分場の負荷軽減のため、従来アイアンクレーに含まれてい

た鉄分を前段工程にて別途中和・酸化処理して回収する技術を確立した。

有価物として得られた副製品である含鉄資材（フェロシルトMT酸化鉄）は、ポーラスな

微細空孔の形状特性を有し、植生効果や種々の吸着効果が期待できるものであり、新規

用途開拓に向けその有効活用に関する研究開発を三重県と共同にて行い、その成果に

基きこれら資材の事業化を計画したい。

本課題では、花壇苗及び野菜苗生産と水稲育苗への施用技術の確立を目標とする。

3、研究の内容とその分担（別表第1の通り）
■■■

4、共同研究を必要とする理由

農業分野及び環境浄化分野共その適用性に関する情報の入手や、実用場面を想定し

た基礎試験及びフィールド試験の展開について、専門機関の指導を必要とする。

更に、新資材の事業化に当っては公的研究機関の技術評価が必須である。
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5、実施場所

1）三重県科学技術振興センター農業研究部

農業研究部は作物と園芸グループの他、伊賀農業研究室（上野）や花植木センター

（鈴鹿）を利用。

2）石原産業四日市工場及び中央研究所（草津）

6、実施期間

平成14年4月1日～平成15年3月31日。

但し、実用上の評価が有望であるが、一年では終了しない場合、両者協議して研究の

継続を申請する。

7、共同研究参加者の所属氏名（別紙第2の通り）

8、研究経費の分担（別紙第3の通り）（別紙第4－1及び4－2の通り）

9、研究用資材及び設備等の提供

1）評価の対象となる資材（フェロシルト、MT酸化鉄）は石原産業が提供するが、四日

市工場でこれら資材の造粒等の調整が出来ないものは、委託製造して提供する。

2）物化性等の分析及び測定業務の一部は、石原産業四日市工場の設備機器を使用

し石原産業が実施する。

10、研究成果について

1）特許等の出願・実施についての希望

共同研究により新規に開発された発明については共同出願とする。

2）研究成果の公表の方法又は時期についての希望

テ→マ毎に共同研究終了時評価結果を集約し、両者で合意の上、科学技術振興セ

ンターの年次研究報告書で公表する。又学会発表も同様両者合意で行う。

特許が関係する場合、出願前の守秘義務を両者で実行し、公表は出願後とする。

11、産業廃棄物の削減について

1）産業廃棄物削減検討前後の排出量　－

アイアンクレー年間排出量：5～6万トン（含鉄資材回収前10～13万トン）。

2）研究成果を活かした事業化計画

農業用資材、及び環境浄化資材として事業化を検討するが、具体的な計画は共同

研究成果を評価した上決定する。
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別表第1

研究課題：含鉄資材の育苗用土への活用技術の開発

小課題 ▲ 小課題の内容 分　　　　 ●　　 担

三重県 石原産業

花壇苗及び野菜苗生

産における施用技術

の確立

・春作・秋作用花壇

苗の生育促進 ・葉

色向上等品質に及

ぼす影響検討。

・野菜 苗 の生育促
進・葉色向上等品

質に及ぼす影響検

討。

・含鉄資材の調整

○

○

○

水稲栽培における施

用技術の確立

一育苗培土への適用

技術の確立

■培土の改良と品質
の安定

・培土コスト低減検討

■湛水直播種子の被
覆資材 として、発

芽、苗立への効果

検討

○

○

○

○
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別表第2

小　 課　 題 分　 担 所　属　名 職　 名 氏　　 名
花壇苗及び野菜類生産 三重県科学 農業研究部 主幹研究員 鎌田正行
における施用技術の確立 技術振興セ 園芸グル丁プ 主任研究員 内山達也

ンター 　 研究員

主任研究員

千田泰義

小西信幸

石原産業 資源化技術開

発グループ

水稲栽培における適用技 三重県科学 農業研究部 主任研究員 神田幸英

術の確立 技術振興セ 作物グループ 研究員 山川智大

ンター 伊賀農業研究 主任研究員 北野順一

室 研究員 中山幸則

石原産業 資源化技術開

発グループ
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別表第3

小　 課　 題 分　 担 所　 用　 見　 込　 額 （千円）

花 壇苗 及び野菜 類生産 における施 用

技術 の確立　　　 ．

三重県 3 8 0

水稲栽 培における適用技術の確立 三重県

3 8 0

上記 の2つの小課準総括 石原産 業 3 6 5
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h14フェロシルト予井（野菜十花き）
別 表 第 4 － 1 三 重 県 の 所要 見 積 袈 の 明細

綬　　　　 章 所 用 見 積 額 積　　 算　　　　　 礎

旅 費

需 用 費

消 耗 品 棄

燃料 費′

光熱 水 費

印刷 製 本 黄

役 務 責

通 信 運 搬 糞

委 託 料

使 用 料 及 び賃 借料

原 材 料 費

備 品購 入 費

∫ケラ 10 7

l

2 牲

17 7

2 1

皿

鍾

64

県内（公 用 享）　 5 50円　 ＞く　 2 0 日　　　　 ＝ ＝ ，00 0円

県 内（交 通 楼 蘭 乙了50円 X lO 日　　　 ＝ 2 7．50 0 円

東 京 都 内 日帰 リ27．94 0 円　 X　 2 日　　　　 ＝ 5 5．88 0 円

名 古屋 市 日帰 リ 6．2 71 円 X 2 日 ＝ 12 ．54 2 円

分析 用消 耗 実 朝 2．00 0 円 X 35 種 × 1・05 ＝ 73，500 円

分析 試 薬　　 10．00 0 円　 X　 2 漣 X l，05 ＝ 2 1．00 0 円

肥料 ・農 薬　　 2，0 0 0 円　 X　 20 個 X l．0 5 ＝ 42．0 0 0 円

種苗 費　　　　 2，0 0 0 円　 ×　 8 種 X l．0 5 ＝ 16，8 00 円

文献 ・貸 料 購入　 3，0 0 0 円　 ×　 4 冊 X l・0 5 ＝ 12，600 円

事 務 消無 品 更 5 0 0円 × 20 個 X l・0 5 ＝ 10，500 円

ガソリン 103 円 × 110 ㍑ × 1．0 5 ＝ 11，89 6円

0円

軽 油 83 円 × 1 00 ㍑ × 1▲05 ＝ 8．7 15 円

カラー同 時 7■リント 9 90円 X lO 本 × 1，05 ＝ 10，39 5 円

ハ イウェイカー I ≦0，0 0 0 円 × 2 枚 ＝ 60，00 0 円
コピー料　　 3円 × 10 00 校 X l．05 ＝ 3．15 0 円

ロ

合　　　 計 38 0

㌔

10．395円
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予算（水稲関係総合）

別表第4－1三重県の所要見積額の明細

■

経　　 費 所要見 積額 稗　　 貫　　 基　　 礎

凍 費

需 用 費

消 耗 品薫

燃 料 費

6 9 千 円

2 9 0

2 1 5

2 2

県外　　　　 ‘

平 塚 市 （全 農 研究 所 ） 1 泊 2 日

4 0．98 0円 × 1 人＝4 0．98 0円

県 内 （公用 茸 ）　　　　 55 0円 ×2 0＝1 1，00 0円

県 内 （交 通機 関）　　 2，75 8円 ×　6＝16．50 0円

　 計 68，48 0門

肥 料 ▼農 薬 5 0．0 00円 ×1．05＝5 2．5 00円

20．00 0円 ×1．05＝2 1，0 00円

試 験用 器具 試 薬 等 7 0．000円 X i，05＝73，5 00円、

そ の他 資材　　　 3 0，000円 X ユ＿05＝3 1．5 08円

事 務用 消耗 品　　　 4、000円 ×1．05＝ 4，20 0円

育苗 箱　　　　　　 30，000円 ×1．0 5＝3 L 5 0 0円

計 2 14，200円

公用 車が リリン　 103円 X ZO O x l，05 ＝2 1，6 30円

印刷 製 本 費 2 1 現 像 同時プ リント　 9 90円 ×　2 0×1．05＝2 0，7 90円

光 熱水 費

役 務 費

通 信運 搬 費

委 託 料

使用 料 及 び 賃借 料

原 材 料 費

備品購 入 費

3 2

1 0

1 0

皿

電 気、 水道 料　　　　　　　　　　　 32，0 00円

電話 、郵 便料 10，008円

複写 料 ．5 円 ×2，000 x l．05＝ 10，5 00 円

一■

合　　　 計 3 8 0
き
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別表第4－2　石原産業の所用見積盤の明細

経　　　　　　　 書 所用見積嶺 積算基礎

旅　　 費 9 0，0 0 0 2，0 0 0 円 ＊1 5回 ＊3 人

（試験の実施 ・調査 ■成績検

討等）

需 要 費

消耗品費 0

光熱水費 5 ，0 0 0

役務糞

資材運送責 2 0 ．0 0 0 5 ，0 0 0 ＊4回

分析責 0

委託貴

含鉄資材造粒費 2 5 0，0 0 0 2 5 0 kg

使用料及び賃借料 0

原材料費 0

備品購入費 0

合　　　　　　 計 3 6 5 t O O O
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